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教
育
・
保
育
施
設

　
長
岡
西
部
保
育
所
の
旧
園
舎
の

取
り
壊
し
、
プ
ー
ル
、
園
庭
、
外

構
の
整
備
な
ど
を
行
う
第
二
期
工

事
が
完
了
し
、
４
月
か
ら
新
し
い

園
庭
な
ど
の
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
の
増
加
に
伴

う
、
国
府
小
学
校
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
増
改
築
工
事
が
完
了
し
、
施
設

の
利
用
を
４
月
か
ら
開
始
し
て
い

ま
す
。

営
農

　
露
地
野
菜
の
推
進
品
目
と
し

て
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
ン
シ
ョ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
品
目
に
お

け
る
土
壌
へ
の
適
性
や
コ
ス
ト
面
の

実
証
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に

タ
マ
ネ
ギ
は
、
輸
入
野
菜
の
国
産

化
に
取
り
組
む
企
業
と
生
産
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
試
験

栽
培
を
開
始
し
、
早
生
品
種
を
５

月
に
収
穫
し
ま
し
た
。
食
品
関
連

事
業
者
か
ら
は
、
そ
の
品
質
に
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
広

が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
・
保
育
施
設

　
長
岡
西
部
保
育
所
の
旧
園
舎
の

取
り
壊
し
、
プ
ー
ル
、
園
庭
、
外

構
の
整
備
な
ど
を
行
う
第
二
期
工

事
が
完
了
し
、
４
月
か
ら
新
し
い

園
庭
な
ど
の
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
の
増
加
に
伴

う
、
国
府
小
学
校
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
増
改
築
工
事
が
完
了
し
、
施
設

の
利
用
を
４
月
か
ら
開
始
し
て
い

ま
す
。

営
農

　
露
地
野
菜
の
推
進
品
目
と
し

て
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
ン
シ
ョ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
品
目
に
お

け
る
土
壌
へ
の
適
性
や
コ
ス
ト
面
の

実
証
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に

タ
マ
ネ
ギ
は
、
輸
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の
国
産
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に
取
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組
む
企
業
と
生
産
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
試
験

栽
培
を
開
始
し
、
早
生
品
種
を
５

月
に
収
穫
し
ま
し
た
。
食
品
関
連

事
業
者
か
ら
は
、
そ
の
品
質
に
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
広

が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
広
げ
て
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
３
回
の
募
集
を
し

て
お
り
、
１
回
目
の
募
集
を
５
月

に
行
い
、
そ
の
後
は
９
月
と
来
年

１
月
に
行
い
ま
す
。

上
水
道
　

　
昨
年
度
か
ら
蔵
福
寺
島
地
区
の

水
道
布
設
工
事
を
進
め
て
お
り
、

進
捗
率
は
約
70
％
で
す
。
ま
た
石

綿
管
布
設
替
え
工
事
の
進
捗
は
、

十
市
西
地
区
で
約
80
％
、
三
畠
地

区
は
約
90
％
で
す
。

下
水
道

　
本
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し

て
、
新
川
雨
水
幹
線
に
伴
う
後
免

町
商
店
街
の
汚
水
管
渠
整
備
工
事

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

火
災
予
防

　
本
年
の
火
災
発
生
状
況
は
４
月

末
で
18
件
と
、
昨
年
同
時
期
と
比

較
し
て
４
件
の
増
で
し
た
。

　
立
田
消
防
屯
所
用
地
内
の
耐
震

性
防
火
水
槽
は
５
月
に
設
置
が
完

了
し
、
地
域
の
火
災
に
対
す
る
備

え
と
な
る
施
設
と
し
て
期
待
し
て
い

ま
す
。
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、
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線
に
伴
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後
免
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店
街
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備
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進
め
て
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ま
す
。

火
災
予
防

　
本
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の
火
災
発
生
状
況
は
４
月

末
で
18
件
と
、
昨
年
同
時
期
と
比

較
し
て
４
件
の
増
で
し
た
。

　
立
田
消
防
屯
所
用
地
内
の
耐
震

性
防
火
水
槽
は
５
月
に
設
置
が
完

了
し
、
地
域
の
火
災
に
対
す
る
備

え
と
な
る
施
設
と
し
て
期
待
し
て
い

ま
す
。

防
災

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
タ
ワ
ー
周
辺

に
整
備
し
て
い
る
防
災
広
場
を
「
な

ん
こ
く
防
災
パ
ー
ク
」
と
命
名
し
、

「
避
難
」
や
「
学
び
」
な
ど
の
用

途
別
ス
ペ
ー
ス
に
区
分
し
て
活
用
を

進
め
ま
す
。
現
在
は
、
芝
の
養
生

期
間
中
で
、
10
月
初
旬
の
ト
イ
レ
の

竣
工
後
に
、
完
成
記
念
行
事
を
行

う
予
定
で
す
。

学
校
教
育

　
４
月
１
日
か
ら
、
学
校
教
育
活

動
の
実
施
に
当
た
り
基
本
マ
ス
ク
の

着
用
を
求
め
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
市
立
小
学
校
、
中
学

校
で
は
、
４
年
ぶ
り
に
人
数
制
限

が
な
い
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

物
価
高
騰
に
係
る
教
育
支
援

　
小
学
校
と
中
学
校
の
２
学
期
の

給
食
費
を
無
償
化
す
る
予
定
で

す
。

施
設
整
備

　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
な
が
お
か
の
非

構
造
部
材
耐
震
化
な
ど
の
工
事
を

行
う
ほ
か
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
で
き
て
い

な
い
小
学
校
の
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
を
進
め
ま
す
。
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を
行
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予
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で
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。
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は
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に
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が
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入
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を
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し
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。
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高
騰
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支
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学
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学
校
の
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の

給
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費
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予
定
で

す
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か
の
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部
材
耐
震
化
な
ど
の
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事
を
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が
で
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い

な
い
小
学
校
の
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
を
進
め
ま
す
。

観
光

　
高
知
県
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
「
牧
野
博
士
の
新
休
日
」
の
開

幕
に
合
わ
せ
、
市
内
の
春
の
花
の

名
所
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

や
周
遊
促
進
を
目
的
に
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
、
大
型
連
休
最
終
日

ま
で
の
土
・
日
、
祝
日
19
日
間
で
、

２
０
９
名
の
方
が
利
用
さ
れ
ま
し

た
。

南
国
日
章
産
業
団
地

　
４
月
末
で
、
７
区
画
中
３
区
画

残
っ
て
お
り
、
今
後
も
製
造
業
と

流
通
業
を
対
象
に
入
居
企
業
の
随

時
募
集
を
行
い
ま
す
。

橋
梁
点
検
・
修
繕

　
約
１
６
０
橋
を
市
の
直
営
点
検

で
実
施
し
、
国
庫
補
助
事
業
の
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
に
よ
り
、
22

橋
の
定
期
点
検
業
務
や
11
橋
の
修

繕
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

地
籍
調
査

　
３
月
末
で
、
約
35
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
調
査
を
完
了
し
、
進
捗

率
は
約
30
％
で
す
。
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は
約
30
％
で
す
。

Ｊ
Ｒ
後
免
駅
の
駅
前
広
場
の
整
備

　
４
月
末
で
、
用
地
面
積
全
体
の

88
．０
％
に
当
た
る
１
６
２
３
．７

平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
取
得
し

ま
し
た
。

篠
原
土
地
区
画
整
理

　
第
５
工
区
が
完
成
し
、
第
４
工

区
で
残
っ
て
い
た
箇
所
の
道
路
の
築

造
や
宅
地
の
造
成
工
事
も
終
盤
を

迎
え
て
い
ま
す
。
工
事
の
完
成
を
経

て
、
地
権
者
に
土
地
の
引
渡
し
を

進
め
、
来
年
度
予
定
の
換
地
処
分

に
向
け
て
事
務
を
進
め
ま
す
。

住
宅
耐
震
化
促
進

　
事
業
開
始
か
ら
の
累
計
件
数

は
、
耐
震
診
断
１
８
８
３
棟
、
耐

震
工
事
に
至
っ
た
住
宅
は
９
３
５

棟
で
す
。

空
き
家
活
用
促
進

　
３
月
に
１
棟
の
空
き
家
改
修
工

事
が
完
了
し
、
現
在
、
移
住
希
望

者
な
ど
に
入
居
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市
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じ
保
険
料
」
を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
支
援

　
生
活
機
能
の
低
下
し
た
高
齢
者

に
、元
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ

う
、保
健
・
医
療
の
専
門
職
チ
ー
ム

に
よ
る
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

（
通
所
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
型
）を
実
施
す

る
た
め
、試
行
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
者
を
公
募
し
て
い
ま
す
。要
支
援

の
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サ
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ビ
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す
。
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６
５
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８
４
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０
．５
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。
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で
き
る
よ

う
、保
健
・
医
療
の
専
門
職
チ
ー
ム

に
よ
る
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

（
通
所
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
型
）を
実
施
す

る
た
め
、試
行
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
者
を
公
募
し
て
い
ま
す
。要
支
援

の
方
を
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
し
、本

年
度
末
ま
で
に
30
人
の
利
用
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

ご
み
処
理

　
昨
年
度
の
一
般
廃
棄
物
処
理
状

況
は
、
総
収
集
量
は
１
万
２
６
５

１
ト
ン
で
、
対
前
年
度
１
８
４
ト
ン

の
減
で
し
た
。
可
燃
ご
み
も
、
対

前
年
度
０
．５
％
の
減
で
、
資
源
ご

み
も
減
少
傾
向
で
す
。

　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、

３
月
末
で
、
施
設
容
量
に
対
し
て

45
．８
％
の
埋
立
量
で
す
。

　
昨
年
度
の
環
境
セ
ン
タ
ー（
し
尿

処
理
）の
処
理
投
入
比
率
は
１
０
１

％
で
し
た
が
、
適
正
な
管
理
の
下
、

周
辺
の
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し

た
運
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。

黒
字
で
す
が
、
本
年
度
の
地
方
債

の
繰
上
償
還
な
ど
の
財
源
と
な
り

ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会

計
は
、
一
般
会
計
か
ら
２
億
８
５
３

万
６
千
円
を
繰
入
し
、
３
８
９
７

万
３
千
円
の
黒
字
で
す
が
、
本
年

度
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
大

は
、
一
般
会
計
の
圧
迫
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
収
納
率
や
加
入
率
の

向
上
、
ま
た
受
益
者
負
担
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
で
、
適
切
な
運
営

に
努
め
ま
す
。

　公
共
交
通

　
３
月
に
「
南
国
市
地
域
公
共
交

通
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
地

域
の
課
題
に
即
し
た
、
持
続
可
能

で
利
便
性
の
高
い
地
域
公
共
交
通

の
実
現
に
向
け
、
計
画
に
基
づ
き

取
組
を
進
め
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進

　
３
月
に
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ

り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政

事
務
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、「
南
国
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
具
体
的
な
施
策
と

目
標
を
Ｄ
Ｘ
実
施
計
画
に
定
め
、

市
役
所
業
務
の
Ｄ
Ｘ
を
中
心
に
、

黒
字
で
す
が
、
本
年
度
の
地
方
債

の
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上
償
還
な
ど
の
財
源
と
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り

ま
す
。

　
後
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特
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、
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５
３
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６
千
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を
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８
９
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万
３
千
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の
黒
字
で
す
が
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本
年
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と
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。
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出
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の
増
大
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の
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が
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の
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加
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の
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、
ま
た
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の
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こ
と
で
、
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に
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通
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に
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し
た
。
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、
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の
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、
計
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に
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を
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進
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に
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の
向
上
と
行
政

事
務
の
見
直
し
を
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を
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南
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を
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し
た
。

　
本
年
度
は
、
具
体
的
な
施
策
と

目
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を
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Ｘ
実
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計
画
に
定
め
、

市
役
所
業
務
の
Ｄ
Ｘ
を
中
心
に
、

一
般
会
計

　
令
和
４
年
度
の
形
式
収
支
は
、

９
億
８
２
３
万
８
千
円
の
黒
字
で

す
。

　
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
に
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
実
質

収
支
は
、
６
億
１
３
３
４
万
７
千

円
の
黒
字
で
、
こ
の
う
ち
財
政
調

整
基
金
に
３
億
２
０
０
０
万
円
の

決
算
積
立
を
行
い
、
翌
年
度
繰
越

金
は
２
億
９
３
３
４
万
７
千
円
と

な
り
ま
す
。

特
別
会
計

　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
は
１
７
１
３
万
５
千
円
、

土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
は
３
５

１
０
万
３
千
円
の
黒
字
で
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

は
一
般
会
計
か
ら
１
億
３
０
２
１
万

８
千
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
は
５
億
３
０
５
８
万
１
千
円
を

一
般
会
計
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
繰
入
し
ま

し
た
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
一
般
会

計
か
ら
７
億
３
２
０
万
７
千
円
を

繰
入
し
、
１
億
７
９
５
８
万
９
千

円
の
黒
字
で
す
が
、
本
年
度
の
国

な
ど
へ
の
返
還
金
の
財
源
と
な
り
ま

す
。

　
企
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
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７
７
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８
千
円
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収
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２
３
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。
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収
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３
３
４
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調
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０
０
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い
、
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越

金
は
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９
３
３
４
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７
千
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り
ま
す
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特
別
会
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新
築
資
金
等
貸
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は
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７
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３
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、

土
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取
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事
業
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は
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１
０
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の
黒
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で
す
。
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集
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排
水
事
業
特
別
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は
一
般
会
計
か
ら
１
億
３
０
２
１
万
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千
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
は
５
億
３
０
５
８
万
１
千
円
を

一
般
会
計
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
繰
入
し
ま

し
た
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
一
般
会

計
か
ら
７
億
３
２
０
万
７
千
円
を

繰
入
し
、
１
億
７
９
５
８
万
９
千

円
の
黒
字
で
す
が
、
本
年
度
の
国

な
ど
へ
の
返
還
金
の
財
源
と
な
り
ま

す
。

　
企
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

は
、
１
億
７
８
７
７
万
８
千
円
の

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
の

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
効

果
と
窓
口
の
交
付
体
制
の
強
化
に

よ
り
、
昨
年
度
の
交
付
枚
数
は
１

万
２
０
１
６
枚
で
、
累
計
交
付
枚

数
は
２
万
７
５
９
１
枚
で
し
た
。

４
月
１
日
の
交
付
率
は
、
全
国
で

67
．０
％
、
高
知
県
63
．３
％
、
本

市
は
59
．１
％
で
す
。

　
　

人
口

　
３
月
末
の
人
口
は
４
万
６
０
６

９
人
で
、
前
年
同
時
期
と
比
べ
て

２
６
３
人
の
減
で
し
た
。
高
齢
化

比
率
は
31
．９
％
で
、前
年
度
比
０
．

１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　
３
月
末
の
被
保
険
者
数
は
、
前

年
同
時
期
と
比
較
し
て
５
４
１
人

の
減
、
医
療
費
総
額
は
対
前
年
度

94
．08
％
、
１
人
当
た
り
平
均
の
医

療
費
は
、
対
前
年
度
99
．09
％
で

す
。
ま
た
、
保
険
料
は
、
昨
年
８

月
に
知
事
と
市
町
村
長
の
合
意
の

下
、
高
知
県
下
で
保
険
料
水
準
を

統
一
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
12
年
度
ま
で
に
「
県
内

の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
同
じ
所

得
、
同
じ
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
同

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
の

施
策
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推
進
し
ま
す
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付
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付
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０
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６
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付
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５
９
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付
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．３
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。
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０
６
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６
３
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齢
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．
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３
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の
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に
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と
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の
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の
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、
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で
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を
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一
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る
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さ
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